












































































  ゆるやかな市民参加の可能性  
田村　剛／立命館大学大学院博士後期課程
115
動を行ってきた従来の市民参加とは異なった
アプローチといえるだろう。
２．協働段階への各段の段差軽減のために
　参加の担い手になるにあたっての障壁は，
「はしご」に喩えていえば，段差の大きさに
あることが考察できる。ここに注目して市民
参加の段階構造を構築しなおすことができれ
ば，参加の担い手の拡大に繋がることが余暇
活動としての市民参加から見出すことができ
るのではないか。報告者は，「意見聴取への
参加などの段階」から「協働の段階」に至る
ルートとして，新たに，情報提供と情報共有
への市民参加を提唱する。
　京都市未来まちづくり100人委員会「歩き
やすい道チーム」が行った，「歩きにくい道
投稿」活動は，日常生活で発見した「歩きに
くい」と思う道の情報を市民から提供しても
らい（市民による情報提供），それらの情報
をすべて公開する（市民－行政間での情報共
有）というものである。情報を提供するにあ
たり，市民は「歩きにくい」と感じた道の写
真と場所を提供する。ここに，財政状況や道
の構造，整備方法等々に関する知識は不要で
ある。公開はインターネットを使い，提供さ
れた写真をマッピングして提示する。
３．新たな市民参加の階梯モデルとして
　一般的な市民参加では，図２の左側のよう
に，協働へ至る段階の各段に大きな段差が生
じている。一方，報告者が提起する，市民に
よる情報提供の段階，市民－行政間での情報
共有の段階を組み込むことによって，その段
差を軽減させる可能性が推測できる。また，
情報提供＋公開という市民参加は，個人によ
る参加が可能な点で，「組織への参加」とい
う障壁も軽減させている。また，市民は情報
提供に参加することで，情報の共有まで自動
的に参加することになり，それは行政との協
働の端緒にもなっている。このように，これ
からの市民参加は，これまでの階梯モデルの
認識を変容させてゆるやかな参加を包含した
活動へと進め，参加の担い手の拡大を推進す
ることが望まれる。これは，参加を推進する
上で，地域性が主要になるコミュニティ・デ
ザインに対しても有益であるといえるだろう。
図１　市民参加のはしご 図２　従来の市民参加（左）と田村による段差軽減のためのモデル（右）
